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田中毎実 他 6 名
6.事務担当者
(事務担当者の所属部局 昏職名)学生部教務課 ◎教務課長









れを評価 していく｡こうした活動を通 じて､相互研修型 FD 活動-の支援システムの実質化をもめざす｡本事業は､
徐々に工学部の枠を超えて全学部-と拡張される (別掲 ｢補充資料｣参照)｡この事業は､FD 第二期の我が国の高等
教育に対して､具体的実践モデルを提示するものとなる｡
(本年度)工学部の自生的教育改革諸活動-促進的 に 参 与 し､この具体的連携を通 して FD 支援システムを成熟さ







能している学科単位の FD 関連組織と協力して､公開授業と授業検討会を定期的に行 う｡その際､こうした活動を多
くの教員の自主的参加に広げていくための具体的な方略が検討されるとともに､公開授業や授業検討会で得 られた知
見をカリキュラム改革をはじめとして､教育共同体の組織的改善に活かすための方策等が検討 される｡
(2)授業評価に関する諸々の体制の確立 :必要に応 じて日常的に授業評価がおこなえるよう､-- ド面｡ソフ ト面での
整備を進める｡具体的には､｢カリキュラム改革に結びつく授業評価調査｣実施のための研究､大規模な試行的調査を
実施す る ｡ そのために必要な機器の購入 と活用､様々な授業形態に耐えうる評価フォーマットや評価法の開発､授業
評価結果を教授法やカリキュラムの改革に直結させていくためのシステムの構築などを､重点的に試みる｡
(3)遠隔教育を対象とした FD 実践とその研究 :すでに開始されている､桂キャンパス 吉ー田キャンパスを結ぶ遠隔講
義において､授業参観や授業評価を通 して､教育効果の高い配信映像やコンテンツの開発研究､遠隔教育が有効に機
能するためのTA研修のあり方､諸々の教育環境の整備などをおこなう｡
(4)事業充実のための人材の活用 : 本事業に専務する事務補佐員や TA を雇用するほか､ポス ト◎ドクターを公募採
用し､教育改善のための研究の充実もはかる｡
(5)事業に関する研究協議 と学外公開 :事業運営について学外研究者 と共同作業 (運営会議)を遂行するとともに､こ
の事業の眼目の一つである外部公開のために､3月にこの事業を巡って全国規模の教育改善集会を実施する｡
以上の本年度事業を通 じて､公開授業によるFD､授 業 評 価 とカリキュラム改善､遠隔授業における授 業 改 善 とT
























































様式 10- 1 (第 11条第 1項関係) 〔別添 17- 1〕
年 月 日
文 部 科 学 大 臣 殿平成 16年度大学 所 属 大 学 等 の 〒 606-8501
本 部 の 所 在 地 京都市左京区吉 田本町 36番地 1
所 属 大 学 等 名 京都大学
職 名 学 長
フ リ ガ ナ オ イ ケ カズ オ
氏 名 尾 池 和 夫
変革推進等補助金 (大学改革推進経費)実 績 報 告 書
(補助事業実績報告書)
プログラム名称 事業名称
棉 互 研 修 型 F D の 組 織 化 に よ る 教 育 改 善
特色ある大学教育支援プログラム
事業の期間 平成 16 年度～平成 19 年度
事 業 推 進 担 当者 計 7 名
フ リ ガ ナ氏 名 (年齢) 所 属 部 局 ◎ 職 名 役 割 分担 (本 年 度 の 補 助 事業 実施計 画 にお け る分担 事 項 ) 等
(推進責任者) 高等教育研 究開発推進 セ ンター 事業の全体的統括､遠隔教育分野担当
タナカ ツ ネ ミ 高等教育教授 システム開発研 究
田中毎実 (56) 部門 ◎教 授 ､ 部 門 長高等教育研 究開発推進 セ ンター .教授助教授○ 手工学研 究科 (工学部) .教授/研 究科長所 属 部 局 ◎ 職 名 連 絡通教育推進部経理掛 魯 掛長
マ ツ シ タ カ ヨ松 下佳代 (43)オオヤ アーヤ ス ヒ ロ大 山泰宏 38ミゾカ ミシ ンイ チ溝 上侯- 4シン トウタ ア キ神藤貴昭 2ハ ヤ テ ツ ケ林哲介 (6且)ア ラキ ヒコ荒 木 光 彦 60フ リ ガ ナ会 計 事 務 担 当 者クヤ マ サ トシ奥 山 ,諭 共 公 開 授 業 分 野 担 当授 業 評 価事 に関す る研 究分野 ､成果公表担 当遠 隔 教 育全 学 と の 組 織 的 連 携 担 当工 部 と の 組 織 的 連 携 担 当先 (電話番号､FAX番号､ e - m a ilア ドレス等)
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様式 10- 2 (第 11条第 1項関係)
〔別添 17- 2〕




(1)公 開授業プロジェクトとして､｢薬学部 公開授業 ◎検討会｣(10/4)､｢工学部 公開授業 中検討会｣(12/1)､





つ､教員 ◎学生の｢授業観｣｢教育観｣｢学習観｣を項 目に反映させる工夫をするなど､新たに項 目を開発した｡
同時に､本学工学部の教育効果を評価するため､卒業研 究調査プロジェクトとして､京都大学工学部で卒業

























(注)交付 申請書の ｢補助事業の 目的｣､ ｢本年度の補助事業実施計画｣ と対応 させて分か りやす く
記入す ること｡
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平 成 且 冒年 度 大 学 改 革 推 進 等 補 助 金 (大 学 改 革 推 進 事 業 ) 調 書


































まず､工学部との連携として､前年度の事業 (授業アンケー ト､卒業研究調査､公開授業 ◎検討会)を継続 ◎拡大
するとともに､その結果の分析にもとづく授業改善◎カリキュラム改善の支援に本格的に着手する｡また､遠隔授業





公開授業 ◎検討会､公開研究会の実施 (ほぼ 且ヶ月に及回の割合で計 6回)
6月 『特色 GP報告書』第 息号の作成と刊行一授業アンケー トおよび卒業研究調査の結果と分析
6月下旬 工学部 FDシンポジウム ｢授業アンケー トと卒業研究調査をどう教育改善に生かすか(仮)｣
7月率～下旬 工学部授業アンケー ト実施 (前期分)
8月鴇日 ｢大学院生のための大学教育実践講座｣(拡大TA研修)
8◎9月 スペイン ⑳セビリヤ他での実地調査および情報交流 ◎資料収集
且0月 香川大学での実地調査および情報交流 ◎資料収集
且且月 大学教育学会課題研究集会での実地調査および情報交流 ◎資料収集










(ラ)拡大 TA研修 :制度化された TAだけでなく､それ以外の院生をも対象とすることで､上回生が下級生に対し
て果たす教育的機能を正当に評価し､さらに支援する｡ 京都大学の教育改革を､部局の枠をこえて､最も学生に近い
ボ トムから進めていくことができる｡
- 2 9 5 -
且0.選定取組の概要
京都大学では､全学レベル､部局レベル､教員個人レベルで FD活動が行われてきている. 高等教育研究開発推
進センタ- ◎高等教育教授システム研究開発部門 (旧高等教育教享受システム開発センター｡平成 6年 6月設立､平








組織化していくための第一歩とし て､工学部の教育改善を支援し､それを通じて rFD 支援システム｣の構築をめざ
すことを､本取組の事業の前半の 中心にすえることにした｡
本取組の事業の後半では､工 学 部との連携のなかで作られた rFD 支援システム｣をもとに､各部局の固有性 ◎特







①授業アンケー ト:工学部の3学科 (電気電子､地球工学､建築)の且～4年のすべての講義科目 (全学共通科目
を含む)を対象に､本年度後期に授業アンケ- トを実施｡内容は4段階評定の質問項目 (30項目)と自由記述項目































⑤拡大 TA研修 :京都大学では､制度化された TAだけでなく､大学院生が学生の教育に一定の役割を果たしてい











様式 9 (第 11条第 且項関係) (記入例 1)
年 月 日
大学等の設置者(名 称)国立大学法人京都大学
(所 在 地)代表者名 京都府京都市左京区吉田本町36番地且学長 尾池 和夫
文部科学大臣 殿
平成 乱7年度大学改革推進等補助金(大 学 改革推 進 事 業)実績 報 告 書
プログラム名称(選定年度)特色ある大学教育支援プログラム (平成 且6年度)
事 業 名 称 相互研修型Fmの組織化による教育改善
補 助 事 業 の 実 績 等
補 助 事 業 実 施 期 間
別紙のとお り











会 計 事 務 担 当者 名 所 属 ◎職 名
佐 賀 祐 次 郎 共通教育推進部共通教育推進課
経理 ◎施設管理グループ
副グループ長
連 絡 先 (電話番号､FAX番号､e-mai且ア ドレス)
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二= =
様 式 9 (第 乱 且条 第 且項 関 係 )
補 助 事 業 の実 績
(別 紙 且)
京都大学の ｢自由の学風｣のもとで相互研修型Fm活動を全学レベルで組織化することを目標 に､本年度 は公 開
授業 ⑳検討会/公開研究会､教育効果調査､大学院生研修の三領域で本格的な準備⑳活動を行 った｡
①公開授業 昏検討会､公開研究会プロジェクトとして､｢工学部 公開授業⑳検討会 (且0/20)｣ ｢農学部 公 開授業 ◎
検討会 (且2/描)｣｢センター公開実験授業 ⑳検討会 (5/23､6/20､且且/7､損/28､且2/19)｣｢公開研 究会 (4/且6､7/23(GP
の活動報告)､且2/且7､且/且4)｣を行った｡本プロジェク トにおいては､工学部のみならず､農学部 に轟いて も公開授
業 ◎検討会を行い､全学レベル-と活動範囲を拡大した｡
②授業アンケー トプロジェクトとして､本年度は京都大学工学部の前年度3学科から全学科6学科- と対象 を拡大
し､前期と後期の2度に分けて､カリキュラム改善 ◎授業改善を目的とした授業アンケ-トを実施 した｡本授業ア





さらにb両プロジェクトの成果を工学部にフイ- ドバッタする機会として､｢第 且回 工学部教育 シンポジウム
(且2/且6)｣を工学部と本センタ-の共催で実施 した｡
③本年度の新たな取り組みとして､｢大学院生のための教育実践講座 (8/4)｣を開催した.大学院生の研修 を行 うこ
とは､将来の大学教員のための事前研修となるとともに､京都大学の教育改革を最も学生に近いボ トムか ら進 めて
いくという2つの巨摘勺◎意義を担っている｡さらに､この実践に基づき ｢第2回8大学工学系博士学生 フォ- ラム
(且2/且2)｣においても成果が報告されている｡
④授業改善の共同体の組織化を図るべく､全国規模の教育改善集会として､｢第 Ⅲ 回 大学教育研究 フォー ラム
(3/27⑳28)｣を実施 した｡




補 助 事 業 に係 る具 体 的 な成 果
①公開授業 ⑳検討会プロジェクトでは､授業を担当した教員やプアカルテイメンバ-がそれぞれ 白餅 こ合 った仕方
で授業に関する知見を広く深く獲得し､相互研修を重視したFDの機会となった｡また､公開研究会 においてほ､当
センタ-の活動報告の場を持っことや外部講師の研究⑳情報に触れることによっても､内外の教員の相互研修型 FD




前述⑥の報告書に掲載されているが､上記実績②に挙げた項目の分析や､記名式にすることや成績デ- タ とマ ッチ
ングさせること､重要なキ-ワ- ドを書かせることを通じて､単なる自己評価◎点検報告書の資料 としてではなく､





ことで､将来的に全学的な教育改善活動の一助となり得る｡本講座では､複数のグル-プ討論 ､ ミニ講義､ボデ ィ





⑤webサイ ト ｢大学授業ネットワ-夕｣は､FDネットワ-ク化のツ-ルとして利周することが可能 となっている｡
国内より月平均約 五50のアクセスがあり､教員の授業改善の参照ツ←ルとして学生教育に浩か されている｡
⑥ ｢平成 且6年度採択特色GP報告書 相互研修型FDの組織化による教育改善2004-2005｣は､全国の関係機 関や本
学工学部教員など-発送した｡特に後者では､授業アンケ-トおよび卒業研究調査の分析デー タのフィー ドバ ック
の役割を果たしており､②に挙げたシンポジウムとも併せて工学部教員の授業改善ツ-ルとして有効 に機能 してい
る｡
(注 )交付申請書の ｢補助事業の田的 ⑳必要性｣句 ｢本年度の補助事業実 施 計 画 ｣ と 対 応
させ て分か り易 く記入す る こと｡
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事業経進代表者 学長 尾池 和義
事業絶進責任者 高等教育研究開発経進庖S櫓- 高等教育教授か鼠テム研究開発部門






























① 卑属-頂屑 公開授業昏検討会旬公開研究会翰実施 (授業期間中ほぼ頂蟹屑g≡頂囲鈎割合習計6回)
② 6屑 ポ捗睦粛捗習碍実地調査および情報交流団資欝朝農薬
③ 6周 東学教育学会習碍情報交流昏資料収集
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⑦ M屑 東学教育学会課題研究集会習鈎本取組鈎発表お基調蘭報支流窃資料収集
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様式 9 (第 11条第 且項関係)
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様 式 9 (第 乱 且条 第 丑項 関係 ) (別紙 且)
補助事業の実績
①公開授業 国検討会Q公開研究会⑳薬施 :相互研修型 FD活動を全学レベルで組織化するために, 京都大学全
学を対象に,公開実験授業 ◎検討会 (6/5,7/軋 Ⅲ/2且,且2/4),公開研究会 (6/i7,盈0/7,且2/及6) を行ったO
②ポ飽 終潜♂払習⑳実地調査ぬよび情報交流岱資料収集:ポル トガルを訪問し,研究者と情報交流を行った (6月)｡
③東学敬蘭学余暦⑳情報受流 国賓靭収集 :大学教育学会に参加し,他大学 の研究者たちと情報交換を行った｡
④霊学部授業欝お餅- 睦鈎薬施 6前期鎗p頂雷望辱盤対象汗 本年度は,京 都 大学工学部の全学科6学科を対象
に,前期と後期の2度に分けてタカリキュラム改善 ◎授業改善を目的 と した 授業アンケー トを実施した｡対象
学年は,且年生と2年生で,2年生は昨年度からの変化を調べる追跡調 査 と な った｡
㊨ 『来学院盤◎藍め⑬東学教蘭薬践講座』◎開催 :昨年度に続いて,将 来 の 大学教員のための事前研修となる
｢第2回大学院生のための教育実践講座 (8/7)｣を開催した｡
⑥麹牽夢,習宵おラS#鰐習⑳薬飽圃窓および情報交流 窃資料収集 : 海 外 で の FD活動の動向を探るため, カナ
ダのモントリオールにある3つの大学 (マギル大学,モントリオール 大 学 , コンコルディア大学)と, フィン
ランドのオウル大学を訪問し,インタビュー調査を実施した (9月 と 2 月 )｡
⑦東学敏蘭学会課題研究集会習⑳轟取組⑳発表および情報交流 斡資料 収 集 :大学教育学会の課題研 究 集 会にお
いて,これまでの取組を発表し,他大学の研究者と情報交流を行 っ た (掴/25,26)｡
㊨ 『寮監囲霊学部数蘭をS#ポ撃肇息』⑳開催 :④と⑨の工学部授業ア ンケー トの成果を工学部 に フ ィ ー ドバ ッ







⑬ 『鴨亀済閤報告審』第線考⑬傍感度畢過行 :本年度の特色GPの活動の取 り組みをまとめたものとして,｢平成
且6年度採択特色G㌘報告書 相互研修型『Dの組織化による教育改善2006｣を作成 申刊行 した (3/30)0
補助事業に係 る具体的な成果




②ポ』』睦粛』kg習⑬楽観調査ぬ遮び情報受流 雷資料収集 :ポル トガルの研究者と情報交流を行いタ本取組のあり
方を検討する手がかりを得た｡あわせてタ研究 ◎実践のネットワークを作ることができた｡




























(注)交付申請書の ｢補助事業の目的 ⑳必要性｣､ ｢本年度の補助事業実施計画｣と対応させて分かり
易く記入すること｡
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9.本年度の補助事業実施計画





(参 習腰申-華旬 豊学部授業雷お蟹-紅の実施 (前期労も3年生対象)
⑦ 8腰3田 F大学院生gW=めの教育実践講座｣戯開催
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